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小野田港

1. 概況

　山陽小野田市は、山口県の西南部に位置し、隣接する宇部
市とともに山口炭田の中心をなし、また、我が国セメント工
業の草分けでもある小野田セメント製造所をはじめ、早くか
ら化学、薬品等の工業が立地し、県下でも有数の鉱工業都市
として発展してきた。また、海岸線は古くから干拓事業が実
施され、現在の工業地域の基礎が形成された。
　小野田港はこうした後背地の鉱工業の発展に支えられ、石
炭、石灰石、セメント、化学製品等の取り扱いを主とする鉱
工業港として発展し、昭和35年6月には重要港湾に指定され
た。
　しかしながら、エネルギー革命に伴う石炭産業の衰退は、
地域経済に大きな影響を及ぼし、港勢も停滞をみせるに至っ
たが、昭和36年12月産炭地振興臨時措置法、さらに昭和37
年に工業再配置促進法の適用を受け、産炭地域振興事業団に
よる工業用地の造成をはじめ、企業誘致の推進、既存企業の
体質強化や設備増強の促進など積極的な産業構造の転換が図

られ、地域経済の活性化に全力が傾注された。
　昭和44年の本山地区への西部石油の進出はその代表的な
ものであり、このほか鉄鋼、化学等の各種企業の進出により
再び港勢は拡大に向かい、港湾施設の拡充の要請が高まって
きた。
　このような情勢に対処するため、昭和58年までに公共施設
としての –7.5m岸壁1バースや、–5.5m岸壁2バース等の港湾
施設の整備を推進し、内貿機能の強化を図ってきた。
　また、昭和61年に新沖地区に100万kwの大型石炭火力発
電所が立地し、これに伴う専用施設としての港湾施設の整備
が進められた。
　さらには、船舶の大型化や増大する港湾貨物に対応する必
要があることから、昭和62年度から外貿埠頭としての –10m
岸壁1バースに着手し、平成11年度に完成した。
　こうした港湾整備により、本港は瀬戸内海の工業港として
一層重要な役割を担うものとなり､ 今後は､ 地域産業の活性
化に向けて、既存施設の利用促進を図ることとしている。
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路
輸入 計

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 22,134 100.0 10,500 47.4 11,634 52.6
輸入
計 22,134 100.0 10,500 47.4 11,634 52.6

移出 532,702 100.0 5,740 1.1 52,651 9.9 219,493 41.2

移入 2,553,353 100.0 239,918 9.4 1,887,672 73.9 25,863 1.0

計 3,086,055 100.0 245,658 8.0 1,940,323 62.9 245,356 8.0
合計 3,108,189 100.0 245,658 7.9 1,950,823 62.8 256,990 8.3

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出
輸入
計

移出 54,101 10.2 200,717 37.7

移入 85,003 3.3 314,897 12.3

計 139,104 4.5 515,614 16.7
合計 139,104 4.5 515,614 16.6

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 6 25,035 2 15,378
内航商船 2,265 1,837,712
自　　航
そ  の  他 10 3,581
合　　計 2,281 1,866,328 2 15,378

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 1 3,100 3 6,557
内航商船 322 1,059,812 44 104,104 144 108,791 1,755 565,005
自　　航
そ  の  他 1 3,412 9 169
合　　計 324 1,066,324 47 110,661 144 108,791 1,764 565,174

最大入港船舶のトン数　7,689総トン（喫水 7.8m）
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保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 67,507㎡
普通倉庫 –
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） 1 2,300㎡
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 7.5～4.0 150,000
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 –
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）

− 1 0 . 0 岸 壁 10.0 185 15,000 1 石灰石
− 7 . 5 岸 壁 7.5 130 5,000 1 金属くず
− 5 . 5 岸 壁 5.5 180 2,000 2 化学薬品
− 5 . 0 岸 壁 5.0 90 1,000 1 鉄鉱石

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

小野田重機㈱ 〒756–0847　山陽小野田市新沖3–2–10 0836–88–2288 ○
共同産業㈱ 〒756–0834　山陽小野田市小野田沖6289–1 0836–83–3500 ○
小野田通運㈱ 〒756–0802　山陽小野田市栄町7–6 0836–83–2758 ○
㈱吉田興産 〒756–0817　山陽小野田市小野田6326–3 0836–83–8811 ○

水先
水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数

内海水先区水先人会 〒650–0042　神戸市中央区波止場町5–4 078–391–7192 149

5. マリーナ
該当なし

6. 緑地
該当なし

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

7. 基地港湾
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

中国地方整備局宇部港湾・空港整備事務所 〒755–0044　宇部市新町10–33（宇部地方合同庁舎内） 0836–37–6700
九州運輸局下関海事事務所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1 083–266–7151
門司海上保安部宇部海上保安署 〒755–0044　宇部市新町10–33 0836–21–2410
広島出入国在留管理局下関出張所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1 083–261–1211
門司税関下関税関支所宇部出張所 〒755–0044　宇部市新町10–33 0836–21–7391
広島検疫所徳山下松・岩国出張所 〒745–0045　周南市徳山港町6–35 0834–21–1091
門司植物検疫所下関出張所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎） 083–266–4442
山口県宇部港湾管理事務所 〒755–0027　宇部市港町1–5–5 0836–31–3311
山陽小野田市土木課 〒756–0088　山陽小野田市日の出町1–1–1 0836–82–1160

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

西部マリンサービス㈱ 〒756–0885　山陽小野田市西沖5番地 0836–88–1171 560〜2,000 3

医療・厚生施設
（港湾）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号
現場施設 小野田港湾労働者休憩所 〒756–0834　山陽小野田市大字小野田字港6289–59
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